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尾 

久 

小 

学 

校 

Ｐ 

Ｔ 

Ａ 

規 

約 

 

第
一
章 

 

名 

称 

第 

一 

条 
 

こ
の
会
は
、
荒
川
区
立
尾
久
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
称
し
、
事
務
所
を
荒
川
区
立
尾
久
小
学
校
に
置
く
。 

 

第
二
章 

 

目 

的 

第 

二 

条 
 

こ
の
会
は
、
保
護
者
と
教
職
員
と
が
協
力
し
て
、
家
庭
、
学
校
、
社
会
に
お
け
る
児
童
、
青
少
年
の
幸
福
な
成
長
を
は
か
る
こ
と
を 

目
的
と
す
る
。 

 

第
三
章 

 

方 

針 

第 

三 

条 
 

こ
の
会
は
、
教
育
を
本
旨
と
す
る
民
主
的
団
体
と
し
て
、
次
の
方
針
に
従
っ
て
活
動
す
る
。 

一
、
児
童
、
青
少
年
の
教
育
な
ら
び
福
祉
の
た
め
に
活
動
す
る
他
の
団
体
及
び
機
関
と
協
定
す
る
。 

二
、
特
定
の
政
治
や
宗
教
に
よ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
営
利
を
目
的
と
す
る
よ
う
な
行
為
は
行
わ
な
い
。 

三
、
こ
の
会
、
ま
た
は
こ
の
会
の
名
で
公
私
の
選
挙
の
候
補
者
を
推
薦
し
な
い
。 

四
、
学
校
の
人
事
、
そ
の
他
管
理
に
干
渉
し
な
い
。 
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第
四
章 

 

会 

員 
第 
四 

条 
 

こ
の
会
の
会
員
に
な
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
尾
久
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
の
保
護
者
及
び
教
職
員
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

ま
た
児
童
入
学
と
同
時
に
入
会
、
卒
業
と
同
時
に
退
会
と
す
る
。 

第 

五 

条 
 

会
員
は
す
べ
て
平
等
の
義
務
と
権
利
を
有
す
る
。 

 

第
五
章 

 

会 

計 

第 

六 

条 
 

こ
の
会
の
経
費
は
、
会
費
・
そ
の
他
の
収
入
で
ま
か
な
う
。 

第 

七 

条 
 

会
員
は
、
年
度
ご
と
に
会
費
を
納
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
金
額
は
総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。
ま
た
一
度
納
入
さ
れ
た
会
費
に 

関
し
て
は
転
出
が
あ
っ
た
場
合
に
も
返
金
は
行
わ
な
い
。 

第 

八 

条 
 

こ
の
会
の
会
計
年
度
は
、
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。 

 

第
六
章 

 

役 

員 

第 

九 

条 
 

こ
の
会
の
役
員
は
当
会
会
員
よ
り
選
出
し
次
の
通
り
と
す
る
。 

会 

長 
 

一
名 

副
会
長 

 

二
名
以
上 

幹
事
団 

 

四
名
以
上 
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書 

記 
 

四
名
以
上 

会 

計 
 

二
名
以
上 

第 

十 

条 
 

役
員
は
、
四
月
一
日
よ
り
就
任
し
、
任
期
は
基
本
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
留
任
（
役
員
会
で
承
認
さ
れ
た
場
合
）
は
妨
げ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
役
員
を
任
期
務
め
た
場
合
は
実
行
委
員
、
一
家
庭
一
役
を
五
年
免
除
と
す
る
。 

第 

十
一 

条 
 

役
員
に
欠
員
が
生
じ
た
時
は
、
新
た
な
候
補
者
を
学
級
選
考
委
員
会
が
当
会
会
員
よ
り
選
出
し
、 

実
行
委
員
会
に
お
い
て
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
り
の
期
間
と
す
る
。 

第 

十
二 

条 
 

諸
事
情
（
役
員
会
で
承
認
さ
れ
た
場
合
）
に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
二
年
任
期
の
う
ち
、
満
一
年
の
み
務
め
た
場
合
は 

実
行
委
員
を
三
年
免
除
と
す
る
。 

第 

十
三 

条 
 

役
員
の
任
務
は
次
の
通
り
と
す
る
。 

会 

長 
 

こ
の
会
を
代
表
し
会
務
を
総
括
す
る
。 

副
会
長 

 

会
長
を
補
佐
し
、
会
長
不
在
の
場
合
代
理
を
努
め
る
。 

幹
事
団 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
・
実
行
委
員
会
の
運
営
補
佐
を
す
る
。 

書 

記 
 

こ
の
会
の
記
録
及
び
各
会
合
に
つ
い
て
通
知
す
る
。 

会 

計 
 

こ
の
会
の
す
べ
て
の
金
銭
の
収
支
、
そ
の
他
の
財
産
を
管
理
す
る
。 
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第 

十
四 

条 
 

こ
の
会
に
役
員
会
を
置
く
。 

一
、
役
員
会
は
、
役
員
・
校
長
・
副
校
長
を
似
て
構
成
す
る
。 

二
、
役
員
会
は
、
こ
の
会
の
基
本
的
問
題
の
討
議
、
諸
事
項
の
推
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
緊
急
事
項
を
処
理
す
る
。 

 

第
七
章 

 

会
計
監
査
委
員 

第 

十
五 

条 
 

こ
の
会
に
会
計
監
査
委
員
を
置
く
。 

一
、
会
計
監
査
委
員
は
、
役
員
経
験
者
（
児
童
卒
業
者
含
む
）
二
名
、
教
職
員
一
名
に
よ
り
構
成
す
る
。 

な
お
、
教
職
員
一
名
に
つ
い
て
は 

教
職
員
の
互
選
に
よ
り
選
出
決
定
す
る
。 

第 

十
六 

条 
 

会
計
監
査
は
本
会
の
経
理
及
び
決
算
の
監
査
を
少
な
く
と
も
毎
学
期
一
回
行
い
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。 

第 

十
七 

条 
 

会
計
監
査
委
員
は
、
四
月
一
日
よ
り
就
任
し
、
任
期
は
一
年
と
す
る
。
但
し
、
留
任
（
役
員
会
で
承
認
さ
れ
た
場
合
）
は
妨
げ
な
い
。 

 

第
八
章 

 

役
員
、
会
計
監
査
委
員
、
学
級
選
考
委
員
会 

第 

十
八 

条 
 

こ
の
会
に
役
員
、
会
計
監
査
委
員
、
学
級
選
考
委
員
会
を
置
く
。 
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第 

十
九 

条 
 

学
級
選
考
委
員
会
は
、
つ
ぎ
に
よ
り
構
成
す
る
。 

一
、
各
学
級
の
中
よ
り
、
互
選
に
よ
り
一
名
ず
つ
を
選
出
す
る
。
学
年
単
位
で
の
調
整
も
可
能
と
す
る
。 

二
、
教
職
員
の
中
よ
り
互
選
に
よ
り
二
名
を
選
出
す
る
。 

三
、
役
員
は
相
談
役
と
し
て
参
加
で
き
る
。 

四
、
学
級
選
考
委
員
は
、
次
年
度
役
員
の
選
出
事
務
一
切
を
行
い
、
被
選
出
者
の
同
意
を
得
て
最
終
実
行
委
員
会
に
報
告
し
、 

承
認
を
求
め
る
。 

第 

二
十 

条 
 

学
級
選
考
委
員
会
の
任
期
は
一
年
と
す
る
が
、
再
任
（
役
員
会
で
承
認
さ
れ
た
場
合
）
は
差
し
支
え
な
い
。
但
し
学
級
選
考
委
員
会
の 

任
期
は
、
最
終
実
行
委
員
会
に
選
出
を
報
告
、
承
認
を
求
め
る
こ
と
が
完
了
し
な
い
場
合
に
は
、
次
年
度
の
総
会
に
お
い
て
報
告
、 

承
認
を
求
め
る
ま
で
延
長
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
十
一
条 

 

役
員
選
出
は
細
則
に
基
づ
き
決
定
す
る
。
但
し
教
職
員
か
ら
の
役
員
に
つ
い
て
は
教
職
員
の
互
選
に
よ
り
選
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
九
章 

 

総
会 

第
二
十
二
条 
 

総
会
は
全
会
員
を
似
て
構
成
さ
れ
、
こ
の
会
の
最
高
決
議
機
関
と
す
る
。 

 
 

第
二
十
三
条 

 

総
会
は
定
例
総
会
及
び
臨
時
総
会
と
す
る
。
な
お
、
総
会
審
議
は
書
面(
電
磁
的
記
録
を
含
む)

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 
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一
、
定
例
総
会 

 

新
役
員
の
紹
介
、
会
員
に
関
す
る
報
告
及
び
前
年
度
の
決
算
報
告
の
承
認
、
年
度
予
算
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

そ
の
他
の
重
要
事
項
に
関
す
る
議
案
の
審
議
決
定
を
行
う
。 

二
、
臨
時
総
会 

 

実
行
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
ま
た
は
、
会
員
五
分
の
一
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
開
催
す
る
。 

第
二
十
四
条 

 
総
会
の
定
足
数
は
、
会
員
数
（
教
職
員
も
含
む
）
三
分
の
一
以
上
の
出
席
と
し
、
委
任
状
も
出
席
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。 

第
二
十
五
条 

 

総
会
の
議
案
書
は
、
定
例
総
会
に
お
い
て
は
一
週
間
前
、
臨
時
総
会
に
お
い
て
は
三
日
前
に
全
員
に
配
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。 

第
二
十
六
条 

 

議
長
団
は
、
そ
の
都
度
役
員
以
外
の
会
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
。 

第
二
十
七
条 

 

総
会
の
議
事
は
、
出
席
者
の
過
半
数
で
決
す
る
。 

第
十
章 

 

実
行
委
員
会 

第
二
十
八
条 

 

実
行
委
員
会
は
役
員
、
学
級
選
考
委
員
会
及
び
・
広
報
・
生
活
の
各
委
員
長
及
び
校
長
・
副
校
長
で 

構
成
し
、
一
斉
委
員
会
・
一
学
期
末
・
二
学
期
末
・
三
学
期
末
の
年
四
回
の
開
催
を
基
本
と
す
る
。 

 

第
二
十
九
条 

 

実
行
委
員
会
の
任
務
は
次
の
通
り
と
す
る
。 

一
、
新
役
員
の
承
認 

二
、
総
会
に
提
出
す
る
報
告
書
の
作
成 

三
、
総
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
活
動
方
針
及
び
事
業
計
画
の
実
行 
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四
、
各
委
員
会
で
立
案
さ
れ
た
計
画
の
検
討 

五
、
そ
の
他
、
本
委
員
会
で
必
要
と
認
め
ら
れ
た
事
項
の
実
施 

第 

三
十 

条 
 

実
行
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
三
十
一
条 

 
実
行
委
員
会
は
、
委
員
の
現
在
数
の
三
分
の
一
以
上
出
席
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。 

第
三
十
二
条 

 

実
行
委
員
会
の
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
で
決
す
る
。 

第
十
一
章 

 

各
委
員
会 

第
三
十
三
条 

 

こ
の
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
委
員
会
を
置
く
。 

一
、
学
級
選
考
委
員
会 
 
各
学
年
、
学
級
保
護
者
間
の
連
絡
を
は
か
り
学
級
活
動
を
通
し
て
、
こ
の
会
の
活
動
を
進
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
必
要
に
応
じ
て
役
員
選
出
に
関
す
る
選
考
活
動
を
行
う
。 

二
、
広 

報 

委 

員 

会 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
等
の
発
行
に
よ
る
広
報
活
動
を
行
う
。 

 

三
、
生
活
委
員
会 

 
 
 

全
児
童
の
校
外
に
お
け
る
生
活
及
び
安
全
指
導
に
協
力
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

校
庭
利
用
の
運
営
を
行
う
。 

第
三
十
四
条 
 

各
委
員
会
は
、
役
員
の
活
動
を
補
佐
す
る
。 

第
三
十
五
条 

 

各
委
員
会
委
員
は
、
各
学
級
よ
り
一
名
を
選
出
し
、
任
期
は
一
年
と
す
る
。
但
し
留
任
は
妨
げ
な
い
。
な
お
、
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た

場
合
は
、
そ
の
選
出
母
体(

学
級)

よ
り
補
充
す
る
。
学
年
単
位
で
の
調
整
も
可
能
と
す
る
。 
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第
三
十
六
条 

 

会
員
は
、
原
則
と
し
て
六
年
間
に
一
期
以
上
、
何
れ
か
の
委
員
に
就
任
す
る
も
の
と
す
る
（
但
し
、
役
員
を
一
期
以
上
務
め
た
場
合
、 

任
期
終
了
後
五
年
間
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。） 

第
三
十
七
条 

 
卒
業
対
策
委
員
は
、
実
行
委
員
に
は
含
ま
れ
な
い
。 

 
 
 

第
十
二
章 

 

慶
弔
規
定 

第
三
十
八
条 

 

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
慶
弔
に
関
す
る
規
定
は
内
規
で
定
め
る
。 

第
三
十
九
条 

 

内
規
は
、
年
度
初
め
の
実
行
委
員
会
の
決
議
に
よ
り
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
十
三
章 

 

個
人
情
報
取
扱
い 

第 

四
十 

条 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
名
簿
作
成
は
行
わ
ず
、
活
動
の
必
要
性
に
応
じ
て
学
校
に
開
示
要
請
し
、
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
責
任
を
も
っ
て 

取
り
扱
う
権
限
を
有
す
る
。 

第
十
三
章 

 

改 
 

正 

第
四
十
一
条 

 

本
会
規
約
は
総
会
に
お
い
て
出
席
会
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
に
よ
り
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
四
十
二
条 
 

こ
の
会
は
、
必
要
に
応
じ
細
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
四
十
三
条 

 

予
算
の
流
用
は
、
総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。
総
会
決
定
以
外
の
予
算
の
流
用
は
実
行
委
員
会
の
承
認
を
得
る
。 

平
成
三
十
年
四
月
二
十
日
改
正 
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尾
久
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
選
出
細
則 

 

第 

一 
条 

 

本
細
則
は
、
規
約
第
四
十
一
条
に
基
づ
き
定
め
る
も
の
で
あ
る
。 

第 

二 

条 
 

学
級
選
考
委
員
会
は
規
約
第
十
九
条
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者
を
似
て
構
成
し
、
組
織
及
び
任
務
は
次
に
よ
る
。 

一
、
委
員
長
は
学
級
、
選
考
活
動
を
兼
務
し
委
員
の
保
護
者
の
中
よ
り
互
選
に
よ
り
一
名
選
出
す
る
。 

副
委
員
長
は
委
員
の
保
護
者
の
中
よ
り
互
選
に
よ
り
二
名
選
出
す
る
。 

二
、
委
員
長
の
任
務
は
、
会
議
を
招
集
し
委
員
会
を
代
表
し
て
こ
れ
を
主
催
す
る
。
副
委
員
長
は
委
員
長
を
補
佐
し
、 

委
員
長
が
職
務
を
務
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
そ
の
任
務
を
代
行
す
る
。 

三
、
学
級
選
考
委
員
会
の
定
足
数
は
過
半
数
以
上
と
す
る
。
但
し
委
任
状
は
認
め
な
い
。 

四
、
選
考
活
動
に
対
し
て
欠
員
が
あ
る
場
合
に
は
、
学
級
選
考
委
員
が
候
補
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
る
事
を
妨
げ
な
い
。 

第 

三 

条 
 

役
員
・
会
計
監
査
委
員
候
補
の
推
薦
な
ら
び
に
立
候
補
は
次
に
よ
る
。 

一
、
推
薦
及
び
立
候
補
者
の
届
出
締
切
り
期
日
を
決
定
し
、
全
会
員
に
告
示
す
る
。 

二
、
各
学
級
に
対
し
て
、
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
る
。 
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第 

四 

条 
 

役
員
選
出
の
た
め
の
選
考
は
次
に
よ
り
行
う
。 

一
、
各
学
級
か
ら
の
推
薦
候
補
者
の
中
よ
り
役
員
を
選
考
す
る
。 

二
、
役
員
に
欠
員
が
で
き
た
と
き
は
、
そ
の
選
出
母
体
（
保
護
者
、
教
職
員
）
よ
り
選
出
し
推
薦
す
る
。 

第 

五 

条 
 

本
細
則
は
総
会
に
お
い
て
出
席
会
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
に
よ
り
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
改
正 
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「
一
家
庭
一
役
」
細
則 

 

第 

一 
条 

 

全
て
の
会
員
（
教
職
員
を
除
く
）
が
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
諸
活
動
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め 

 
 
 
 
 
 
 

「
一
家
庭
一
役
」
を
設
け
る
。 

 

第 

二 

条 
 

会
員
は
、
原
則
と
し
て
一
年
度
に
一
回
以
上
、
学
校
内
・
外
の
諸
活
動
に
参
加
・
協
力
す
る
も
の
と
す
る
（
但
し
、
役
員
を
一
期 

 
 
 
 
 
 

（
二
年
）
以
上
務
め
た
場
合
、
任
期
終
了
後
五
年
間
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。） 

 

第 

三 

条 
 

一
家
庭
一
役
の
対
象
と
な
る
行
事
は
、
年
度
ご
と
に
実
行
委
員
会
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。 
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尾
久
小
学
校
校
庭
利
用
委
員
会
細
則 

 
 
 
 
 

 
（
設 
置
） 

第 

一 
条 

 

荒
川
区
教
育
委
員
会
校
庭
利
用
実
施
要
項
に
基
づ
き
、
尾
久
小
学
校
校
庭
利
用
委
員
会
を
置
く
。 

 

（
名 

称
） 

 

第 

二 

条 
 

こ
の
会
は
尾
久
小
学
校
校
庭
利
用
委
員
会
と
い
い
、
尾
久
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
実
行
委
員
会
内
に
生
活
利
用
委
員
と
し
て
設
け
る
。 

 

（
目 

的
） 

第 

三 

条 
 

こ
の
会
は
本
校
児
童
の
安
全
か
つ
健
全
な
遊
び
場
と
し
て
、
校
庭
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
円
滑
な
実
施
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
組 

織
） 

第 

四 

条 
 

こ
の
会
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
主
体
と
す
る
。 

 

（
業 

務
） 

第 

五 

条 
 

こ
の
会
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
尾
久
小
学
校
長
の
承
認
を
受
け
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
実
施
す
る
。 

一
、
利
用
施
設
と
そ
の
利
用
方
法
の
審
議
決
定 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
、
校
門
そ
の
他
へ
の
標
識
掲
示 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
、
校
庭
利
用
実
施
期
日
と
時
間
の
設
定 
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四
、
利
用
者
禁
止
事
項
の
決
定
な
ら
び
に
変
更 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
、
校
庭
利
用
指
導
員
（
以
下
「
指
導
員
」
と
い
う
）
の
推
薦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

六
、
校
庭
利
用
に
必
要
な
地
域
各
種
団
体
と
の
連
携
と
協
力
態
勢
の
推
進 

七
、
指
導
員
の
服
務
に
関
す
る
こ
と 

八
、
事
故
発
生
の
際
の
処
置 

九
、
そ
の
他
校
庭
利
用
実
施
に
必
要
な
研
究
と
調
査 

 

（
会 

議
） 

第 

六 

条 
 

校
庭
利
用
委
員
会
は
委
員
長
が
必
要
に
応
じ
て
招
集
し
、
会
の
運
営
業
務
を
審
議
決
定
す
る
。 

第 

七 

条 
 

委
員
会
は
委
員
長
が
招
集
し
、
業
務
の
企
画
・
立
案
な
ら
び
に
校
庭
利
用
委
員
会
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
の
実
施
に
当
た
る
。 

（
実 

施
） 

第 

八 

条 
 

校
庭
利
用
委
員
会
で
企
画
・
立
案
し
内
容
が
決
定
し
た
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
実
行
委
員
会
に
上
程
し
審
議
を
う
け
、
可
決
さ
れ
た
後
実
施
す
る
。

（
指
導
員
の
設
置
） 

第 

九 

条 
 

こ
の
会
に
は
毎
年
四
月
、
区
教
委
か
ら
依
頼
さ
れ
た
指
導
員
若
干
名
を
置
く
。 
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（
指
導
員
の
任
務
） 

第 
十 

条 
 

前
条
の
指
導
員
の
仕
事
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
、
校
庭
利
用
実
施
中
を
示
す
標
識
の
掲
示 

二
、
備
品
の
管
理
と
保
全 

 
 
 
 
 
 
 

 
三
、
個
人
及
び
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
子
ど
も
の
遊
び
を
監
督
し
た
り
、
相
談
相
手
と
な
っ
た
り
、
安
全
保
持
の
た
め
の
指
示
を
行
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

四
、
部
外
者
に
注
意
を
与
え
て
校
外
へ
出
て
も
ら
う
。
そ
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
は
会
長
に
連
絡
を
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

校
舎
裏
側
、
非
常
階
段
な
ど
を
見
て
ま
わ
り
、
違
反
者
が
あ
れ
ば
注
意
し
て
、
所
定
の
位
置
で
遊
ば
せ
る
。 

第 

十
一
条 

 

第
六
条
第
一
項
指
定
の
施
設
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
、 

指
定
の
遊
び
場
は
、
プ
ー
ル
及
び
校
舎
で
区
切
ら
れ
た
、
目
の
届
く
校
庭
と
す
る
。 

平
成
三
十
年
四
月
二
十
日
改
正 
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内 容 対 象 金 額 備 考 

病  気 

ケ  ガ 

児  童 ３０００円 ･入院治療の場合 

７日以上 

教 職 員 ５０００円 ･自宅加療の場合 

２０日以上 

死  亡 会員・児童 ５０００円と花輪または生花 

教職員の配偶者 ３０００円と花輪等 

火災見舞金 会  員 ５０００円  

祝  金 他  校 ３０００円 一般行事 

５０００円 周年行事 

本  校 ５０００円  

※同じ児童が同一の病気で二回以上入院となる場合、年一回の支

出とする。 

※特別の事情がある場合には、役員会において決定し、実行委員

会に報告する。 

尾久小学校ＰＴＡ慶弔会計細則 

第１条  慶弔規定を第一表に定める。 

 

第１表  慶弔規定      

平成２９年４月１日改正 

 


